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現行再処理廃液を顆粒化貯蔵する柔軟な廃棄物管理法は、高レベル廃液の中長期一時保管方法として将来サ

イクルへの応用も期待される。本報告では、高速炉/ADS サイクルへ柔軟管理法を適用することにより、ADS燃

料製造時の発熱量を大幅に低減できることを示した。 
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1. 緒言 

これまで主に現行再処理施設の高レベル廃液(HLLW)に柔軟な廃棄物管理法を適用した場合（柔軟法Ⅰ）に

ついて評価してきた[1]。この際、将来の高速炉サイクルで核変換すべきマイナーアクチニド(MA)の量が従来

法より増えるため MA含有燃料の発熱量が増大することが分かり、将来再処理施設へも柔軟法を適用すること

（柔軟法Ⅱ）を提案した[2]。今回、加速器駆動システム(ADS)で核変換する高速炉/ADS サイクルを対象とし

て、ADS燃料の発熱量低減を目的に、柔軟法Ⅱの有効性について評価した。 

 

2. 柔軟な廃棄物管理法Ⅱ及びその評価 

高速炉/ADS サイクルへ適用する柔軟法Ⅱは、現行再処理の HLLW のみ顆粒体貯蔵する柔軟法Ⅰに対し、高

速炉や ADS の再処理の HLLW も顆粒化して一時貯蔵する。柔軟法Ⅱを適用した際の ADS 燃料加工時発熱量を、

貯蔵対象、貯蔵期間をパラメータとし、柔軟法Ⅰや従来法(一時貯蔵なし)と比較した。             

 

3. 結論 

ADS 燃料の発熱量評価結果

を図 1 に示す。現行再処理の

み適用の柔軟法Ⅰでは、従来

法と比べて発熱量低減効果は

ない。一方、将来再処理にも適

用する柔軟法Ⅱは、半減期 18

年の Cm-244が減衰し、発熱量

を約 1/2 と大幅に低減できる

ことが分かった。               図 1 ADS燃料の発熱量評価結果 
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